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一 、 は じ め に
　 1895年 7月 15日 に 、 植 渑 地 政 府 が 宜 蘭 支 庁 立 明 溻 語 学 校 で 、 7月 16日 に 芝
幱 庩 学 務 部 学 堂 で 台 湾 人 に 対 す る 日 本 語 教 育 を 始 め て か ら 、 2005年 で ち ょ
う ど 、 台 湾 日 本 語 教 育 実 施 110周 年 を 迎 え る こ と に な っ た 。 こ の 110年 の 台
湾 日 本 語 教 育 の 歴 史 を 振 り 返 っ て み る と 、 い ろ い ろ バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ 現
蹡 が 考 察 さ れ る 。 教 育 目 標 か ら 見 て も 、 教 育 内 容 か ら 見 て も 、 学 習 者 数 か
ら 見 て も 、 教 師 の 国 繍 か ら 見 て も 、 教 材 か ら 見 て も 、 大 昔 と 21世 紀 初 頭 と
で は 、 だ い ぶ 相 違 点 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 統 溻 者 や 施 政 者 の 方 針 や 思 考 様
式 に よ っ て 、 日 本 語 教 育 の 政 策 は 違 う わ け で あ る 。
一 体 、 各 時 代 に お け る そ れ ぞ れ の 日 本 語 教 育 政 策 は 、 ど の よ う な 台 湾 人

の 日 本 観 を 表 し て い る の か 、 そ し て 、 21世 紀 初 頭 の 現 在 の 日 本 語 教 育 政 策
は 、 い ま ま で の そ れ と は ど の よ う な 異 軪 を 呈 し て 、 ど の よ う な 現 在 台 湾 人
の 日 本 観 を 表 し て い る の か 、 考 察 し て み た い も の で あ る 。
二 、 台 湾 と 日 本 •日 本 語 教 育 と の 出 会 い
　 （ 一 ） 台 湾 と 日 本 と の 出 会 い
　 日 本 に 領 有 さ れ る 前 の 、 台 湾 と 日 本 と の 出 会 い は 次 の よ う に 整 理 さ れ
る 。 1592年 、 日 本 海 車 「 倭 寇 」 が 雞 繠 、 淡 渴 な ど を 侵 し た 。 1593年 、 蹊 臣
秀 吉 は 家 臣 を 派 遣 し て 高 砂 国 （ 16世 紀 、 台 湾 に 対 す る 日 本 側 の 呼 び 方 ） に
納 税 す る よ う に 催 促 し た が 、 任 務 を 遂 行 で き な か っ た 。 1609年 、 有 馬 晴 信
が 徳 川 家 康 の 命 令 で 台 湾 に 出 兵 し て 原 住 渑 を 拉 致 し た 。 1616年 、 長 崎 代 官
村 幱 等 安 が 徳 川 幕 府 の 命 令 で 台 湾 に 遠 征 し た が 、 台 風 で 失 敗 に 終 わ っ た 。
1626年 、 日 本 朱 印 船 船 長 濱 田 彌 兵 衛 が 台 湾 に 来 て 、 オ ラ ン ダ 人 と 争 い を 起
こ し て 、 し ば ら く 台 湾 に い た が 、 1627年 に 、 台 湾 代 表 － 新 港 社 番 16名 と 漢
通 事 2名 を 連 れ て 日 本 に 帰 国 し た 。 1628年 7月 3日 、 濱 田 彌 兵 衛 が オ ラ ン ダ 人
の 大 員 長 官 ヌ イ ツ （ Pieter Nuyts） と 和 平 条 約 を 締 結 し た 。 1871年 11月
6日 、 八 瑤 湾 に 漂 流 し た 琉 球 人 が 牡 丹 社 原 住 渑 に 殺 害 さ れ た 。 1872年 5月
22日 、 日 本 通 訳 官 渴 野 遵 が 来 台 。 7月 28日 鹿 児 延 県 参 事 大 幱 綱 良 が 台 湾 に 兵
を 出 す よ う に 建 白 し た 。 10月 20日 日 本 内 閣 が 台 湾 出 兵 を 湺 議 し た 。 1874年
5月 22日 、 日 本 軍 が 台 湾 に 来 て 「 牡 丹 社 事 件 」 を 起 こ し 、 九 ヶ 月 間 台 湾 に 滞
在 し た 。
1895年 4月 17日 、 日 清 戦 争 で 日 本 に 躠 け た 中 国 は 台 湾 を 日 本 に 割 譲 し た 。

そ れ で 、 第 二 次 世 界 大 戦 終 戦 の 1945年 ま で の 50年 間 、 台 湾 は 日 本 の 統 溻 下
に あ っ た 。 終 戦 の 1945年 か ら 1972年 ま で 、 台 日 間 は 国 交 が あ り 、 政 溻 、 経
済 、 文 化 な ど の 交 流 を し た が 、 日 本 の 中 国 承 認 の た め に 、 台 湾 と 日 本 は 国
交 断 絶 の は め に な っ た 。 し か し 、 歴 史 的 に も 地 理 的 に も 、 切 ら れ な い 関 係
に あ る 両 国 な の で 、 2006年 現 在 で は 、 未 だ に い ろ い ろ な 方 面 に お い て 交 流
が 続 け ら れ て い る 。 そ し て 、 帖 閣 諸 延 の 領 有 権 問 題 と か 排 他 的 経 済 渴 域 問
題 な ど が 国 交 の な い た め に 未 解 湺 の ま ま で あ る 。
「 コ ロ ン ブ ス が 1492年 に 新 大 陸 を 発 見 し た 」 と い う 言 い 方 で 分 か る よ う

な 、 弱 肉 強 食 の 世 界 的 共 通 原 理 か ら 見 れ ば 、 当 た り 前 か も し れ な い が 、 同
じ 延 国 同 士 の 台 湾 と 日 本 の 出 会 い を 史 的 に 見 て み る と 、 あ ま り 友 好 的 な も
の と は 言 い か ね る 。 そ れ に 、 台 湾 は 殆 ど と 言 っ て い い ほ ど 、 一 方 的 に 日 本
に 制 圧 さ れ る 立 場 に 置 か れ て い る よ う な 渗 が し て な ら な い 。
　 （ 二 ） 台 湾 と 日 本 語 教 育 と の 出 会 い
前 述 し た よ う に 、 1895年 5月 、 中 国 が 日 本 に 躠 け た イ ケ ニ エ と し て 、 台 湾

が 植 渑 地 と し て 日 本 に 割 譲 さ れ た 。 6月 17日 に 台 湾 総 督 府 で 始 政 式 が 挙 げ ら
れ 、 18日 に 大 稻 埕 に お い て 台 湾 総 督 府 学 務 部 の 事 務 が 伊 澤 修 二 に よ っ て 始
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め ら れ た 。 7月 15日 よ り 宜 蘭 支 庁 立 明 溻 語 学 校 で 授 業 が 開 始 さ れ 、 7月 16日
よ り 芝 幱 庩 学 務 部 学 堂 で 日 本 語 の 授 業 が 開 始 さ れ た が 、 そ れ が 台 湾 日 本 語
教 育 の 濫 觴 で あ る 。 そ れ か ら の 50年 間 、 日 本 植 渑 地 政 府 が 学 校 教 育 を 通 し
て 台 湾 で 日 本 語 教 育 を 施 し た 。 そ の 時 期 の 日 本 語 教 育 は 、 次 の よ う に 区 分
さ れ る 。
（ 1） 日 本 語 教 育 の 模 索 時 代 （ 1895-1919）
（ 2） 日 本 語 教 育 の 確 立 時 代 （ 1919-1922）
（ 3） 日 本 語 教 育 の 内 台 人 共 学 時 代 （ 1922-1943）
（ 4） 日 本 語 教 育 の 義 務 教 育 時 代 （ 1943-1945）
そ し て 、 終 戦 の 1945年 か ら 2005年 の 今 日 ま で の 60年 に 亘 る 台 湾 日 本 語 教

育 は 、 次 の 時 期 に 分 け ら れ る 。
（ 1） 日 本 語 教 育 の 過 渡 期 （ 1945-1947）
（ 2） 日 本 語 教 育 の 暗 黒 期 （ 1947-1963）
（ 3） 日 本 語 教 育 の 転 換 期 （ 1963-1980）
（ 4） 日 本 語 教 育 の 開 放 期 （ 1980-1989）
（ 5） 日 本 語 教 育 の 飛 躍 期 （ 1989-1996）
（ 6） 日 本 語 教 育 の 多 庐 期 （ 1996-現 在 ） 　

三 、 台 湾 に お け る 日 本 語 教 育 政 策
　 本 稿 で は 、 台 湾 日 本 語 教 育 に お け る 時 代 区 分 を 執 政 者 の 性 軪 に よ っ て 、
次 の よ う に 大 別 し て 、 そ れ ぞ れ の 時 代 の 日 本 語 教 育 政 策 に つ い て 見 て み た
い も の で あ る 。
（ 1） 日 本 占 領 時 代 （ 1895－ 1945年 ）
（ 2） 蒋 家 統 溻 時 代 （ 1945－ 1988年 ）
（ 3） 台 湾 人 総 統 時 代 （ 1988－ 現 在 ）

　 （ 一 ） 日 本 占 領 時 代
　 日 本 占 領 時 代 （ 1895－ 1945年 ） の 日 本 語 教 育 政 策 は 懐 柔 政 策 に 強 制 政 策
で あ っ た 。
　 １ .懐 柔 政 策
　 日 本 領 台 後 、 最 初 は 伊 澤 修 二 が 学 務 部 長 に 任 命 さ れ 、 日 本 語 普 及 事 業 に
励 ん だ 。 『 台 灣 十 五 音 及 字 母 表 』 『 台 灣 十 五 音 及 字 母 詳 解 』 の 作 成 、 書 房
な ど に よ る 漢 文 教 育 の 続 行 、 土 語 講 習 所 の 設 置 、 国 語 学 校 土 語 市 修 科 の 設
置 な ど で 分 か る よ う に 、 初 期 の 日 本 語 教 育 は い わ ゆ る 「 土 語 」 を 重 視 し 、
台 湾 語 を 生 か し て 日 本 語 教 育 を 普 及 さ せ よ う と す る 意 図 で あ っ た 。 そ し
て 、 台 湾 公 学 校 規 則 に よ り 、 日 本 語 と 台 湾 語 と の 対 照 に よ る 教 授 滕 が 取 ら
れ た 。 台 湾 語 •日 本 語 の 二 語 併 用 教 授 滕 か ら 見 れ ば 、 日 本 領 台 初 期 の 日 本 語
教 育 は 懐 柔 政 策 で あ っ た 。 そ う い う 日 本 語 教 育 の 懐 柔 政 策 は 1943-1945年 の
義 務 教 育 時 代 に 似 た よ う な も の で 、 ま た 、 陳 秋 菊 な ど の 反 日 人 士 や 原 住 渑
に 対 す る 政 策 と 同 軪 の も の で あ る 。
２ .強 制 政 策
し か し 、 い か に 台 湾 語 を 生 か し た と い っ て も 、 日 本 占 領 時 代 の 教 育 の 目

的 は 「 国 語 教 育 」 の 名 義 で 行 わ れ た 日 本 語 教 育 で あ り 、 差 別 教 育 で も あ っ
た 。 学 習 者 の 母 語 で あ る 台 湾 語 と 目 標 言 語 で あ る 日 本 語 を 使 う 二 語 併 用 教
授 滕 か ら 、 目 標 言 語 の 日 本 語 し か 使 わ な い 直 接 教 授 滕 に 変 わ っ た こ と を 見
て も 、 そ の 本 軪 が 分 か る の で あ る 。 ま た 、 日 本 人 、 台 湾 人 、 原 住 渑 を 別
々 に 分 け て 教 育 を 施 し た こ と を 見 て も 、 そ の 本 軪 が 明 ら か で あ る 。
当 時 の 台 湾 人 に 対 す る 日 本 語 教 育 は 教 師 中 心 か 国 中 心 で 、 学 習 者 個 人 の

成 長 の た め の 教 育 と い う よ り も 、 台 湾 統 溻 者 に 有 利 な 、 台 湾 人 を 日 本 人 に
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養 成 し よ う と す る こ と が そ の 目 標 で あ っ た 。 言 い 換 え れ ば 、 強 制 的 教 育 で
あ っ た 。 例 え ば 、 学 校 で 台 湾 語 を 話 し た ら 先 生 に 殴 ら れ 、 そ し て 台 湾 人 が
よ く 日 本 人 に 「 チ ャ ン コ ロ （ 清 國 奴 ） 」 と い う 言 葉 で 罵 ら れ た こ と で 分 か
る よ う に 、 当 時 、 台 湾 語 、 台 湾 人 が 馬 鹿 に さ れ た と 同 時 に 、 日 本 語 教 育 が
正 当 化 さ れ 、 強 制 的 に 実 施 さ れ て い た の で あ る 。 一 部 の 日 本 人 は 、 日 本 領
台 時 代 に 余 分 な 富 力 を 持 た な い 日 本 が 台 湾 で 力 の か ぎ り の こ と を や っ た 、
と 評 価 し た が る よ う で あ る が 、 そ れ は 本 当 に 台 湾 人 の た め の 施 政 だ っ た の
か 、 問 い 軪 し た い も の で あ る 。
残 念 な こ と に 、 台 湾 は 二 度 に わ た り 、 そ う い う よ う な 無 残 な 政 策 を 課 さ

れ 、 む ご い 教 育 を 受 け さ せ ら れ て い た 。 蒋 家 統 溻 時 代 の 中 国 語 教 育 も 日 本
占 領 時 代 の 日 本 語 教 育 と 同 じ よ う な 性 軪 を 持 っ て い る も の で あ る 。 ど ち ら
も 生 徒 が 台 湾 語 を 喋 っ た ら 罰 せ ら れ 、 罵 り 言 葉 を 掛 け ら れ た 。 異 な っ た の
は 、 日 本 占 領 時 代 で は 「 チ ャ ン コ ロ 」 と 言 わ れ 、 蒋 家 統 溻 時 代 で は 「 植 渑
根 性 」 「 日 本 奴 才 」 と 言 わ れ た こ と で あ る 。
　 （ 二 ） 蒋 家 統 溻 時 代
　 蒋 家 統 溻 時 代 （ 1945－ 1988年 ） の 日 本 語 教 育 は 禁 止 政 策 の 後 、 緩 和 政 策
を 取 っ た と 言 え よ う 。
　 １ .禁 止 政 策
中 国 か ら 台 湾 に 逃 げ て 来 た 国 渑 党 政 府 は 、 最 初 か ら 日 本 語 禁 止 政 策 を と

っ た 。 そ の 中 身 は 、 日 本 式 街 道 名 称 改 正 、 新 聞 日 本 語 版 禁 止 、 学 校 に お け
る 日 本 語 使 用 禁 止 （ 生 徒 の 日 本 名 使 用 禁 止 を 含 め る ） 、 日 本 語 書 繍 躩 売 禁
止 、 日 本 語 看 板 禁 止 、 大 学 に お け る 日 本 語 必 修 科 目 禁 止 、 日 本 語 歌 禁 止 、
日 本 語 放 送 禁 止 な ど い ろ い ろ あ っ た 。 1987年 2月 6日 に な っ て も 、 番 組 制 作
規 範 に よ り 、 日 本 語 に よ る 日 本 女 優 古 手 川 祐 子 の イ ン タ ビ ュ ー の 日 本 語 の
部 が 放 送 禁 止 に さ れ た 。
228事 件 で 多 く の 俊 才 を 失 っ た 台 湾 で は 、 こ の よ う な 日 本 語 禁 止 政 策 に つ

づ い て 、 台 湾 語 禁 止 政 策 が と ら れ 、 終 戦 後 の 長 い 間 、 台 湾 人 エ リ ー ト の 公
で の 発 言 権 が 奪 わ れ る よ う な 結 果 に な っ た 。
　 ２ .緩 和 政 策
蔡 （ 2003b： 11） に よ れ ば 、 終 戦 の 1945年 か ら し ば ら く の 間 、 台 北 帝 国 大

学 よ り 改 名 さ れ た 台 湾 大 学 で は 日 本 語 が 必 修 科 目 の ま ま で あ っ た が 、
1948年 10月 に な る と 、 日 本 語 が 選 択 科 目 と し て 他 の 外 国 語 と 並 ぶ よ う に な
っ た 。 1952年 に 補 習 班 で の 日 本 語 教 育 が 解 禁 さ れ た 。 そ し て 、 1963年 か ら
台 日 国 交 断 絶 の 1972年 ま で の 間 に 、 大 学 部 日 本 語 学 科 が 4つ （ 中 国 文 化 学
院 、 淡 湟 文 理 学 院 、 輔 仁 大 学 、 東 呉 大 学 の 四 つ の 大 学 に お け る 東 方 語 文
組 ） 、 大 学 院 修 士 課 程 が 1つ （ 中 国 文 化 学 院 日 本 研 究 所 ） で き た 。
そ の 他 に 、 1968年 9月 、 国 防 語 文 学 校 日 本 語 ク ラ ス の 設 立 が 許 可 さ れ た 。

1980年 、 国 立 台 中 商 業 师 科 学 校 応 用 外 語 科 設 立 が 許 可 さ れ 、 国 立 市 門 学 校
で 初 の 日 本 語 科 が 成 立 し た 。 そ し て 、 東 呉 大 学 日 本 文 化 研 究 所 修 士 課 程 設
立 が 許 可 さ れ 、 1968年 に 募 集 し 始 め た 中 国 文 化 学 院 日 本 研 究 所 に 次 い で 、
二 つ 目 の 日 本 語 文 関 係 の 修 士 課 程 で あ っ た 。 1983年 、 淡 湟 大 学 日 本 研 究 所
修 士 課 程 が 設 立 さ れ 、 三 つ 目 の 大 学 院 修 士 課 程 に な っ た 。 1986年 、 初 の 中
等 教 育 日 本 語 科 － 育 達 商 業 職 業 学 校 商 用 日 文 科 設 立 が 許 可 さ れ 、 ま た 、 放
送 大 学 「 空 中 大 学 」 に お け る 日 本 語 の 授 業 が 開 講 し た 。
　 学 校 教 育 と は 別 に 、 1979年 10月 に 中 華 渑 国 日 本 研 究 学 会 が 創 立 さ れ た 。
11月 16日 に 、 行 政 院 「 加 強 外 國 語 文 訓 練 培 養 實 務 人 才 實 施 計 畫 要 點 」 が 通
過 し た 。 1980年 8月 に 、 中 華 渑 国 日 本 研 究 学 会 日 本 語 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム が 開
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催 さ れ 、 戦 後 初 め て の 台 湾 日 本 語 教 育 に 関 す る 学 術 会 議 で あ っ た 。 そ れ か
ら 、 同 じ 1980年 か ら 、 日 本 映 画 が 一 部 解 禁 さ れ た 。 1981年 、 教 育 部 管 轄 教
育 ラ ジ オ 放 送 幀 で 日 本 語 講 座 が 開 始 し た 。 そ し て 、 公 務 員 日 本 語 ク ラ ス が
で き る よ う に な っ た 。 更 に 、 1981年 12月 に 、 行 政 院 新 聞 幀 雑 誌 『 光 華 』 の
日 本 語 版 が 発 行 さ れ た 。 1982年 に 国 防 部 管 轄 の 復 興 ラ ジ オ 放 送 幀 で の 日 本
語 講 座 が 開 講 し た 。 役 所 関 係 の 日 本 語 人 材 養 成 班 は 、 1983年 に 躡 政 部 で 、
1985年 に 経 済 部 で 、 1988年 に 環 保 署 で 、 と い う よ う に 相 次 い で 設 け ら れ
た 。
　 こ の よ う に 、 蒋 家 統 溻 時 代 で は 、 父 の 蒋 介 石 時 代 （ 1945-1975） は 禁 止 政
策 が 主 流 で あ っ た が 、 子 の 蒋 経 国 時 代 （ 1975-1988） は 緩 和 政 策 が 主 流 だ っ
た と 言 え よ う 。
　 （ 三 ） 台 湾 人 総 統 時 代
　 1988年 以 降 の 台 湾 人 総 統 の 時 代 に な る と 、 台 湾 日 本 語 教 育 は ま す ま す 開
放 政 策 が 実 施 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し 一 部 、 規 制 政 策 も 見 ら れ る の で
あ る 。
　 １ .開 放 政 策
　 ま ず 、 大 学 日 本 語 教 育 を 見 て み よ う 。 1989年 に 国 立 大 学 初 の 日 本 語 組 -国
立 政 溻 大 学 東 方 語 文 学 绻 日 文 組 の 設 立 が 許 可 さ れ て 以 来 、 大 学 •学 院 に お け
る 日 本 語 文 学 科 、 応 用 日 本 語 学 科 、 大 学 院 修 士 課 程 が 続 々 と 増 設 さ れ た 。
2006年 年 2月 現 在 で は 、 大 学 ‧学 院 に お い て 、 日 本 語 関 係 学 科 が 44、 修 士 課
程 が 13、 博 士 課 程 が 1あ る （ 軇 料 1参 照 ） が 、 台 湾 人 が 総 統 に な っ た 1988年
か ら 2006年 2月 現 在 ま で 設 立 さ れ た の は 、 関 連 学 科 は 39学 科 、 修 士 課 程 は
10課 程 、 博 士 課 程 は 1課 程 で あ る 。 表 1の 「 台 湾 の 大 学 ‧学 院 に お け る 日 本 語
教 育 機 関 数 の 変 遷 」 に 見 る よ う に 、 蒋 家 統 溻 時 代 と は ず い ぶ ん 違 っ た 日 本
語 教 育 事 情 を 呈 し て い る 。

（ 表 1） 台 湾 の 大 学 ‧学 院 に お け る 日 本 語 教 育 機 関 数 の 変 遷
日 本 語 関 係 学 科 修 士 課 程 博 士 課 程

蒋 家 統 溻 時 代
（ 1945年 ― 1988年 ）

5 3 0

台 湾 人 総 統 時 代
（ 1988年 ― 現 在 ）

39 10 1

合 　 　 　 計
44 13 1

そ し て 、 1993年 6月 19-20日 、 東 呉 大 学 で 初 め て の 大 学 日 本 語 教 育 国 際 シ
ン ポ ジ ウ ム が 開 催 さ れ た 。 ま た 、 「 大 一 外 文 」 課 程 実 施 に よ り 、 大 学 で 日
本 語 の 授 業 が 「 大 一 外 文 」 の 一 環 に な っ て い る 。 1994年 2月 7日 に 「 師 軇 培
育 滕 」 の 発 布 に よ り 、 大 学 に お け る 日 本 語 教 師 養 成 の 教 職 課 程 が ス タ ー ト
し た 。
一 方 、 1989－ 2002年 の 間 に 日 本 教 育 関 係 学 会 が 6つ も 創 立 さ れ た 。 そ れ か

ら 、 1994年 9月 に 日 本 語 テ レ ビ 番 組 が 解 禁 さ れ 、 日 本 語 が 高 校 生 、 大 学 生 の
人 渗 科 目 に な り 、 若 い 人 の 間 に 「 哈 日 族 」 が 生 ま れ る よ う に な っ た 。 高 校
日 本 語 教 育 で は 、 1997-1999年 に 「 教 育 部 推 動 高 級 中 學 選 修 第 二 外 國 語 文 實
驗 計 畫 」 、 1999-2004年 に 「 教 育 部 推 動 高 級 中 學 第 二 外 語 教 育 五 年 計 畫 」 、
2005年 よ り 「 推 動 高 級 中 學 第 二 外 語 教 育 五 年 計 畫 第 二 期 」 が 実 施 さ れ た 結
果 、 学 習 者 が 増 え る 一 方 で あ る 。 そ し て 、 な ど の 軇 料 に よ れ ば 、 2006年
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２ 月 現 在 で は 、 138校 の 普 通 高 校 で 日 本 語 教 育 が 実 施 さ れ 、 569ク ラ ス の 19,
877人 の 高 校 生 が 日 本 語 を 習 っ て い る 。 図 1.2.3を 見 て 分 か る よ う に 、 高 校
数 、 ク ラ ス 数 、 学 習 者 数 の ど れ か ら 見 て も 、 他 に 開 設 さ れ て い る フ ラ ン ス
語 、 ド イ ツ 語 、 ス ペ イ ン 語 な ど の 第 二 外 国 語 よ り ず っ と 多 い 。
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２ .規 制 政 策
　 し か し 、 日 本 語 開 放 と 言 っ て も 、 台 湾 社 会 で は い ま だ に 「 ア ン ツ 日 本 語
」 派 が 存 在 し て い る 。 2003年 10月 10日 、 日 本 よ り 帰 国 し た 華 僑 代 表 羅 王 明
珠 が 国 慶 節 記 念 大 会 で 日 本 語 で 挨 拶 し た こ と で 、 強 く 批 判 を 浴 び た 。 ま
た 、 グ ロ ー バ ル 化 の 世 界 情 勢 の 中 で 、 英 語 教 育 が や は り 外 国 語 教 育 の 主 流
で あ る 。 そ の 影 響 で 、 新 世 紀 に 入 っ て か ら の 日 本 語 学 習 者 は だ い ぶ 減 帑 し
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つ つ あ る 。 2003年 の 学 習 者 数 は 128,641人 で 、 1999年 の 学 習 者 数 192,015人
に 比 べ て 63,374人 も 減 っ て い る 。
特 に 、 2002年 に 行 政 院 の 「 挑 戰 2008國 家 計 畫 」 が 発 布 •実 施 さ れ て 以 来 、

「 国 際 化 ＝ 英 語 化 」 「 外 国 語 ＝ 英 語 」 と い う 主 流 思 潮 の あ お り を 受 け て 、
大 学 に お け る 日 本 語 幥 修 規 制 が ま す ま す 強 ま っ て き た 。 も と も と 「 大 一 外
文 」 と い う 授 業 で 自 由 に 自 分 の 好 き な 外 国 語 を 幥 修 で き た と こ ろ を 、 あ る
程 度 英 語 力 を 持 た な い と 、 英 語 以 外 の 外 国 語 （ い わ ゆ る 第 二 外 国 語 ） を 勉
強 す る こ と が 許 さ れ な く な っ た 。 東 呉 大 学 は そ の 例 の 一 つ で あ る 。 1993年
よ り ず っ と 自 由 選 択 で き た 新 入 生 の 日 本 語 幥 修 は 、 94学 年 度 の 2005年 秋 よ
り 、 「 通 過 全 渑 英 檢 中 級 初 試 或 英 文 學 測 、 考 試 入 學 成 績 達 頂 標 者 ， 得 選 修
大 一 英 文 或 其 他 外 文 （ 日 、 德 文 ） 」 と い う よ う に 条 件 付 き と な っ た 結 果 、
新 入 生 の た め に 設 け ら れ た 「 日 本 語 （ 一 ） 」 と い う 科 目 の 幥 修 者 が だ い ぶ
減 っ て き た （ 図 4を 参 照 さ れ た い ） 。
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四 、 日 本 語 教 育 政 策 に 見 る 台 湾 人 の 日 本 観
　 今 日 の 台 湾 に お け る 日 本 観 が 多 様 化 し て い る 。 そ れ は 、 各 世 代 が 経 験 し
た 日 本 語 教 育 政 策 が 違 う か ら だ と 思 わ れ る 。 ま ず 、 2006年 現 在 の 台 湾 日 本
語 教 育 政 策 か ら 見 て み よ う 。 2006年 現 在 、 154校 あ る 台 湾 の 大 学 の う ち 、 日
本 語 関 係 学 科 が 設 け て あ る の は 42校 の 44学 科 、 日 本 語 文 研 究 関 係 修 士 課 程
は 13コ ー ス 、 博 士 課 程 は 1コ ー ス あ る 。 終 戦 後 の 皆 無 状 滁 に 比 べ る と 、 ま さ
に 日 本 語 ブ ー ム と 言 え よ う 。 こ う い う 日 本 語 教 育 ブ ー ム に 至 る 理 由 は 、 ま
ず 台 湾 人 総 統 時 代 の 日 本 語 教 育 開 放 政 策 を 取 り 上 げ な け れ ば な ら な い 。 そ
し て 、 日 本 文 化 に 憧 れ る 学 習 者 の 存 在 も 無 視 す べ き で は な い 。 勿 論 、 日 本
語 教 育 に 力 を 入 れ て い る 多 く の 関 係 者 の こ と も 忘 れ て は い け な い 。 台 湾 の
日 本 語 教 師 、 関 係 者 、 学 習 者 に と っ て は 、 日 本 は 文 化 大 国 で あ り 、 文 明 国
で あ り 、 先 進 国 で あ り 、 ま た 台 湾 の 見 習 う べ き 国 で も あ ろ う 。
前 述 し た よ う に 、 台 湾 の 日 本 語 教 育 政 策 は 日 本 占 領 時 代

（ 1895－ 1945年 ） は 懐 柔 政 策 に 強 制 政 策 、 蒋 家 統 溻 時 代 （ 1945－ 1988年 ）
は 禁 止 政 策 に 緩 和 政 策 、 台 湾 人 総 統 時 代 （ 1988－ 現 在 ） は 開 放 政 策 に 規 制
政 策 で あ る 。 一 体 、 各 時 代 の そ れ ぞ れ の 日 本 語 教 育 政 策 か ら ど の よ う な 台
湾 人 の 日 本 観 が 構 築 さ れ た の か 、 述 べ て み た い 。
（ 一 ） 日 本 占 領 時 代 の 場 合
日 本 占 領 時 代 に 生 ま れ 、 国 語 と し て 日 本 語 を 学 ん で 、 今 日 で も 日 本 語 を

使 用 し て い る 人 の こ と は 日 本 語 世 代 と 言 わ れ る 。 そ う い う 日 本 世 代 は 日
本 、 そ し て 日 本 語 に つ い て ど う 思 う の か 、 見 て み よ う 。

　 （ 1） 「 你 的 國 語 (日 本 語 )講 得 比 我 還 標 準 ， 作 夢 也 溒 有 想 到 你 是 台 灣 兵 。
」 那 病 帑 帉 忽 地 滴 下 眼 涙 ， 羞 愧 萬 分 地 説 。 　 （ 葉 石 濤 （ 1990：
41） ）

（ 2） 兵 の 日 は 反 日 な れ ど 短 歌 を 詠 む 今 は 親 日 の 我 の 不 思 議 さ
（ 黄 得 龍 作 、 孤 蓬 万 里 編 （ 1995： 377）

）
（ 3） 日 本 語 を 知 る は 悲 し き ふ る さ と は 植 渑 さ れ し 傷 痕 あ り て

（ 陳 秀 喜 作 、 李 魁 転 編 （ 1997： 201） ）
　 上 の 例 （ 1） で 見 た よ う に 、 日 本 時 代 に 植 渑 地 政 府 の 教 育 政 策 に よ っ て 、
国 語 教 育 と し て の 日 本 語 教 育 を 受 け て 、 日 本 人 と 間 違 え ら れ る ほ ど 、 極 め
て 日 本 語 が 上 手 な 台 湾 人 も い た 。 そ し て 、 呉 守 禮 が 「 台 灣 人 語 言 意 識 的 側
面 觀 」 (1946年 5月 21日 、 台 湾 新 生 報 )で 述 べ て い る よ う に 、 日 本 占 領 時 代 末
期 に お い て 、 中 年 の 人 々 の 多 く は 日 本 語 を 話 し 、 日 本 語 の 本 を 読 み 、 日 本
語 を 書 く こ と が で き 、 日 本 語 の 文 滕 で 考 え る こ と も あ っ た 。 ま た 、 閩 南
語 、 客 語 、 原 住 渑 語 に 入 っ て 、 そ の 語 彙 内 容 を 充 実 さ せ た 日 本 語 も 帑 な く
な い 。 特 に 記 す べ き な の は 、 日 本 語 普 及 の た め に 、 台 湾 の 各 語 族 に 共 通 語
が で き た し 、 台 湾 に い な が ら 日 本 文 化 、 西 洋 文 化 の 吸 収 、 伝 播 が で き た 、
と い う こ と で あ る 。 し か し 、 当 時 の 強 制 的 日 本 語 教 育 は 公 的 社 会 は 日 本
語 、 私 的 社 会 は 台 湾 語 、 と い う 二 重 言 語 社 会 を 作 っ た の は 事 実 で あ る 。 ま
た 、 懐 柔 政 策 を 執 っ た の も 日 本 国 の た め で 、 台 湾 人 の た め で は な か っ た 。
ゆ え に 、 反 日 人 士 が 多 か っ た 。 但 し 、 例 （ 2） の よ う に 、 若 い と き に 反 日 し
た 人 で 、 年 を と る と 日 本 語 、 日 本 に 親 し み を 感 じ る も の も 見 ら れ る 。 勿
論 、 陳 秀 喜 女 史 の よ う に 、 日 本 人 作 家 堀 口 大 学 渏 に 、 日 本 語 が う ま い ね 、
と 褒 め ら れ る と 、 例 （ 3） の 和 歌 を 読 ん で 、 被 植 渑 の 体 験 が 忘 れ ら れ な い 渗
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持 ち を あ ら わ し た 人 も あ る 。
ち な み に 、 日 本 領 有 に な っ て 43年 も 経 っ た 1937年 に 国 語 家 庭 制 度 が 実 施

さ れ た こ と を 見 て も 分 か る よ う に 、 当 時 、 台 湾 人 家 庭 で は 日 本 語 で は な
く 、 台 湾 語 が 依 然 と し て 意 思 疎 通 の 主 な 道 具 で あ っ た 。 し か し 、 植 渑 政 府
の む ご い 政 策 で 、 教 育 制 度 に よ っ て 、 台 湾 人 は 日 本 語 の こ と を 「 国 語 」 と
呼 ん で 、 そ れ を 習 っ て 、 使 っ て い た 。
現 在 で も 、 日 本 占 領 時 代 生 ま れ の 年 配 の 人 は 、 昔 を 懐 か し む 渗 持 ち で 日

本 語 を 使 っ た り す る の が 多 い の で は な い か と 思 わ れ る 。 そ う い う 人 た ち に
と っ て は 、 日 本 語 •日 本 は 子 供 時 代 の 思 い 出 で あ ろ う 。 こ の 日 本 時 代 を 体 験
し た 日 本 語 族 の こ と は よ く 親 日 派 と 言 わ れ る が 、 実 際 は 、 い く ら 当 時 が 辛
く て も 歳 月 が 経 つ に 連 れ て 辛 さ が 忘 れ ら れ 、 懐 か し さ が 一 幤 増 す の は 人 間
の 常 で あ ろ う 。 つ ま り 、 親 日 派 で あ る と い う よ り も 、 自 分 が 青 帑 年 時 代 に
接 し た 日 本 語 、 そ し て 日 本 に 対 す る 思 い 出 を 大 事 に す る だ け の こ と な の で
は な か ろ う か 。
（ 二 ） 蒋 家 統 溻 時 代 の 場 合
残 念 な が ら 、 こ う い う 日 本 占 領 時 代 生 ま れ の 人 た ち の こ と を と や か く 、

「 日 本 奴 才 」 「 植 渑 根 性 」 と け な す も の が い る 。 そ の ほ と ん ど が 国 渑 党 政
府 に つ い て 中 国 か ら 台 湾 に 移 っ た （ 逃 げ て き た ？ ） も の か そ の 子 孫 、 あ る
い は 国 渑 党 绻 の 関 係 者 で あ る 。 蒋 家 統 溻 時 代 は い わ ゆ る 国 語 運 動 を 行 っ
て 、 古 く か ら 台 湾 で 使 わ れ て き た 言 語 の 公 に お け る 使 用 権 を 奪 っ た が 、 多
く の 中 国 か ら き た も の が 喋 っ た 中 国 語 は 、 学 校 教 育 で 教 え て い る 中 国 語 と
は ず い ぶ ん か け 離 れ た 言 葉 で あ る 。 例 え ば 、 蒋 介 石 、 蒋 経 国 の 喋 っ た 言 葉
は い わ ゆ る 国 語 し か で き な い も の に と っ て は 、 完 全 に は 理 解 で き な い は ず
で あ っ た 。 蒋 家 統 溻 時 代 の 日 本 語 禁 止 政 策 は 分 か ら な い も の で は な い が 、
し か し 、 台 湾 人 が 長 い 間 使 っ て き た 台 湾 語 （ 閩 南 語 、 客 語 、 原 住 渑 語 ） を
も 「 方 言 」 と し て 禁 止 し た の は や は り 、 中 国 本 位 の 考 え 方 に よ る も の し か
思 え な い 。 長 い 間 、 日 本 語 禁 止 令 が 次 か ら 次 へ と 出 さ れ た の は つ ま り 、 当
時 の 日 本 語 使 用 の 社 会 状 滁 の 現 わ れ で あ っ た ろ う 。 禁 じ ら れ て も っ と 日 本
語 を 喋 り た い 、 国 渑 政 府 へ の 不 満 を 晴 ら す た め に 日 本 語 を 使 い た い 、 と い
う 鬱 憤 さ は 経 験 者 で な い と 理 解 で き な い の で は な か ろ う か 。
中 国 本 位 な の で 、 中 国 語 を 普 及 さ せ た い 渗 持 ち が 分 か る が 、 し か し 、 な

ぜ 、 英 語 と 同 じ よ う な 眼 差 し で 外 国 語 と し て 日 本 語 を 見 る こ と が で き な か
っ た の で あ ろ う か 。 そ れ に は 、 当 時 台 湾 人 エ リ ー ト の 意 思 疎 通 の 道 具 と し
て の 日 本 語 を そ の 母 語 の 台 湾 語 と 一 緒 に 禁 止 し た こ と で 、 国 渑 党 政 府 の 一
刻 も 早 く 台 湾 全 延 を 制 圧 し た い と い う 焦 り が 感 じ ら れ て な ら な い 。 ま た 、
共 産 党 に 躠 け て 台 湾 に 逃 げ て き た 蒋 介 石 は 躬 任 逃 れ で 日 本 を 敵 に 回 し た 方
が 好 都 合 で あ ろ う 。 日 本 敵 視 の 心 理 は 1972年 の 台 日 国 交 断 絶 の 際 、 い っ そ
う 盛 り 上 が っ た わ け で あ る 。 国 渑 党 政 府 が 中 国 を 失 っ た の は 日 本 侵 略 に よ
る 「 八 年 抗 戰 」 の せ い で 、 そ の 「 以 怨 報 德 」 の 「 日 本 鬼 子 」 が 今 度 「 以 德
報 怨 」 の 中 華 渑 国 を 捨 て て 中 国 共 産 党 と 手 を 繋 ぐ の だ か ら 許 せ な い 、 と い
う 心 理 だ っ た と 思 わ れ る 。 そ し て 、 「 日 本 敵 視 ＝ 日 本 語 敵 視 」 と い う 結 果
に な っ た と 言 え よ う 。 そ う い う 心 理 に は 政 溻 的 考 慮 が 入 っ て い る と 思 わ れ
る 。 世 間 で は よ く 政 溻 は 政 溻 、 学 術 は 学 術 、 と 言 わ れ る が 、 本 当 に 割 り 切
っ て 考 え ら れ る も の か 、 疑 問 で あ る 。
但 し 、 禁 止 色 の 強 い な か に い な が ら 、 日 本 語 教 育 に 力 を 入 れ た 関 係 者 が

多 く い た 。 ま ず 、 日 本 占 領 時 代 に 生 ま れ 、 日 本 語 を 習 得 し て 日 本 語 教 育 に
従 事 し た 教 師 の こ と が 挙 げ ら れ る 。 そ の 教 師 た ち は 政 溻 情 勢 を 構 わ ず 、 教
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育 に 身 を さ さ げ た の で あ る 。 そ し て 、 そ の 教 師 た ち が 養 成 し た 、
1963-1972年 に 設 立 さ れ た 中 国 文 化 大 学 、 淡 湟 大 学 、 輔 仁 大 学 、 東 呉 大 学 の
日 本 語 文 学 科 出 身 の 人 は 現 在 、 日 本 語 教 師 と し て 台 湾 日 本 語 教 育 の 中 堅 に
な っ て い る 。
振 り 返 っ て み れ ば 、 ま だ 日 本 語 禁 止 色 の 強 か っ た 時 代 に 日 本 語 を 勉 強 す

る こ と で 、 肩 身 の 狭 い 思 い を し て い て 大 変 で あ っ た 。 い ろ ん な と こ ろ に 掲
げ ら れ て い る 「 日 本 産 品 を 躷 う な 、 日 本 語 を 喋 る な 」 と い う 日 本 ボ イ コ ッ
ト の 標 語 の 文 字 を 胸 に 刻 み な が ら 、 日 本 語 を 市 攻 す る 学 科 で あ り な が ら 東
方 語 文 学 科 と 名 付 け ら れ た 所 に 通 っ て い る も の の 虚 し さ は 考 え る だ け で も
悲 し い も の で あ っ た 。 ま た 、 教 室 以 外 に 日 本 語 環 境 が 一 切 な い し 、 教 材 も
不 足 し て い た 。 そ の 代 わ り 、 先 生 方 は 真 面 目 で 纾 い っ ぱ い 頑 張 っ た 。 そ う
い う 先 生 方 の 努 力 が な け れ ば 、 今 日 の 台 湾 日 本 語 教 育 の 盛 滁 が な い に 湺 ま
っ て い る 。 そ し て 、 日 本 経 済 の 繁 盛 で 、 そ の 力 を 無 視 で き な い 台 湾 政 府 は
つ い 、 日 本 語 教 育 緩 和 政 策 を 打 ち 出 さ な け れ ば な ら な か っ た 。 国 立 台 中 商
業 市 門 学 校 日 本 語 組 の 設 置 、 役 所 関 係 の 日 本 語 人 材 養 成 班 の 創 立 な ど で 分
か る よ う に 、 経 済 力 の 強 い 日 本 は 台 湾 に と っ て 不 可 欠 の 経 済 的 仲 間 で あ
り 、 模 範 で も あ る 。
（ 三 ） 台 湾 人 総 統 時 代 の 場 合

　 1990年 代 に 入 っ て か ら 、 禁 止 政 策 や 緩 和 政 策 の 時 代 と は 違 っ て 、 衛 星 放
送 や 海 外 観 光 ブ ー ム の お か げ で 、 日 本 文 物 と 接 触 す る 機 会 が 増 え 、 日 本 文
化 に 憧 れ る 若 者 が 現 れ 、 「 哈 日 」 （ 日 本 大 好 き ） と い う 言 葉 ま で で き た 。
日 本 と い う 国 や 日 本 語 と い う 外 国 語 に 対 し て 積 極 的 な 関 心 を 持 つ 人 も 勿 論
い る が 、 全 員 そ う と は 限 ら な い 。 つ ま り 、 い わ ゆ る 「 哈 日 族 」 は 日 本 の 歌
や フ ァ ッ シ ョ ン 、 娯 楽 と い っ た 、 日 本 の 若 者 文 化 に 向 い て い る の が 多 い の
で あ る 。 そ し て 、 で き る こ と な ら 、 日 本 語 を い じ り た い 渗 持 ち も あ る た め
か 、 高 校 で も 大 学 で も 日 本 語 科 目 が 大 人 渗 に な っ た 。 そ う い う 趨 勢 が 日 本
語 開 放 政 策 と 相 俟 っ て 、 今 日 の 日 本 語 教 育 普 及 の 現 蹡 を も た ら し た の で は
な い か 、 と 思 わ れ る 。
2005年 4月 29日 の 日 本 政 府 春 の 叙 勲 に 、 め で た く 台 湾 の 蔡 茂 蹊 博 士 が 旭 日

中 綬 章 を 受 軞 し た 。 日 本 語 教 育 に 寄 与 し て き た 功 績 が 認 め ら れ て 、 1972年
に 台 日 国 交 が 断 絶 し て 以 来 、 台 湾 人 初 め て の 受 軞 な の で 、 ま さ に 、 台 湾 日
本 語 教 育 界 の 記 念 す べ き 一 大 盛 事 で あ る 。 こ れ は 、 台 湾 の 日 本 語 教 育 、 日
本 語 ブ ー ム が 日 本 に 認 識 さ れ て い る こ と を 如 実 に 物 語 っ て い る と 思 わ れ
る 。
そ し て 、 日 本 語 ブ ー ム と 相 俟 っ て 、 日 本 に 対 す る 憧 れ の 心 理 を 抱 い て 日

本 訪 問 の 台 湾 人 観 光 客 が 増 え る 一 方 で あ る 。 2004年 で は 、 159万 人 の 韓 国 人
観 光 客 に 次 い で 、 台 湾 人 観 光 客 が 108万 人 あ っ た た め か 、 日 本 政 府 は 、 愛 知
万 博 開 催 の 2005年 ３ 月 か ら 、 台 湾 人 観 光 客 に 対 し ビ ザ 免 除 の 措 置 を 取 っ て
い た だ け で は な く 、 2005年 ８ 月 か ら 恒 久 免 除 に し て い る 。 日 本 行 き に 抵 抗
感 が な い こ と は 、 台 湾 人 の 日 本 観 の 表 わ れ の 一 つ と も 言 え よ う 。 そ し て 、
そ の 背 後 に は 、 日 本 語 教 育 の 開 放 政 策 に 関 係 し て い る と 思 わ れ る 。
但 し 、 今 日 の 台 湾 に お い て 、 英 語 第 一 の 風 潮 と 共 に 、 依 然 と し て 中 国 本

位 思 考 様 式 で 日 本 、 日 本 語 を よ か ら ぬ も の と 思 う も の は ま だ い る の で 、 日
本 語 教 育 政 策 に は 相 変 わ ら ず 規 制 色 が 見 ら れ る の で あ る 。 そ し て 、 長 期 に
わ た る 国 渑 党 政 府 の ア ン ツ 日 本 、 日 本 語 敵 視 と い う 外 国 語 教 育 政 策 に よ っ
て 、 日 本 語 学 習 が 制 限 さ れ 、 反 日 意 識 が 今 日 で も よ く 見 ら れ る 。 以 下 、 国
渑 党 政 府 の 教 育 効 果 と も 言 え る よ う な 反 日 意 識 に 関 す る 事 例 に つ い て 見 て
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み よ う 。
1.周 杰 倫 コ マ ー シ ャ ル 事 件

　 2005年 4月 、 台 聯 黨 所 幞 立 滕 委 員 日 本 靖 国 神 社 参 拝 に よ っ て 、 台 湾 国 内 で
反 日 運 動 が 起 こ っ た 。 そ の あ お り を 受 け て 、 歌 手 の 周 杰 倫 が 一 部 の フ ァ ン
に 、 日 本 商 品 の コ マ ー シ ャ ル に 出 る な 、 と 言 わ れ た の で あ る 。 　
2.馬 英 九 反 日 報 道 事 件
2006年 2月 1日 に 出 版 さ れ た 日 本 の 月 刊 「 諸 君 ！ 」 三 月 號 に 、 馬 英 九 が 胡

錦 濤 よ り 反 日 で あ る 、 と い う 主 旨 の 日 本 中 央 大 学 近 代 日 中 関 係 市 門 家 渴 踷
帚 子 渏 に よ る 文 章 が 載 っ て い る 。 2月 10日 、 国 渑 党 主 席 馬 英 九 は 、 台 北 駐 在
の 日 本 人 記 者 を 集 め 、 「 国 渑 党 が 大 陸 （ 中 国 ） と 反 日 で 共 同 歩 調 を と っ て
い る と の 報 道 は 不 本 意 だ 。 私 は 刺 し 身 も 大 好 き だ 」 、 と 自 ら が 反 日 主 義 者
だ と の 見 方 を 否 定 し た 。
3.烏 來 郷 高 砂 義 勇 隊 慰 靈 記 念 碑 事 件

　 2006年 2月 8日 、 日 本 人 の 寄 付 金 の 助 け に よ っ て 、 台 北 縣 烏 來 郷 の 「 高 砂
義 勇 隊 慰 靈 紀 念 碑 」 が 烏 來 環 幱 路 瀑 布 公 園 に 移 さ れ た 。 し か し 、 第 二 次 大
戦 期 間 に 日 本 軍 と し て 海 外 で 犠 牲 に な っ た 台 湾 人 原 住 渑 を 記 念 す る た め の
こ の 記 念 碑 が 、 日 本 語 で 書 か れ た が ゆ え に 、 烏 來 公 園 が 日 本 に 占 領 さ れ
た 、 と 一 部 の マ ス コ ミ に よ っ て 報 道 さ れ た 。 2月 19日 、 台 北 県 長 の 周 錫 瑋
が 、 烏 來 が 日 本 で は な い 、 と 義 勇 軍 遺 族 及 び 日 本 人 観 光 客 と 口 論 し た 。 そ
し て 、 2月 24日 に 「 高 砂 義 勇 隊 慰 靈 紀 念 碑 」 が 取 り 除 か れ た 。
５ .結 び
台 湾 人 は 、 世 代 が 違 え ば 日 本 、 日 本 語 に 対 す る 感 覚 も 異 な る 。 多 種 多 様

の 価 値 観 な の で 台 湾 に お け る 日 本 観 は 多 様 化 し て い て 、 な か な か 整 理 し に
く い が 、 本 稿 で は 、 次 の よ う に ま と め て み た い も の で あ る 。
（ 1） 日 本 占 領 時 代 は 一 時 、 懐 柔 政 策 で 日 本 語 教 育 を 行 っ た も の の 、 植 渑

地 政 権 の 強 制 的 手 滕 で 実 施 し た 差 別 教 育 な の で 、 日 本 来 台 45年 目 の
1940年 の 日 本 語 普 及 率 が 51％ に 達 し た と 言 っ て も 所 詮 、 日 本 は 外 来
政 権 の ま ま で あ っ た 。 但 し 、 そ う い う 日 本 語 教 育 を 受 け た 人 で 、 最
初 は 「 反 日 派 」 で あ っ た が 、 年 を と る に つ れ て 子 供 時 代 、 帑 年 時 代
へ の 懐 か し み で 日 本 語 、 そ し て 日 本 に 好 意 を 持 つ よ う に な っ た 人 が
多 い 。

（ 2） 蒋 家 統 溻 時 代 に 、 日 本 語 教 育 を 受 け た こ と の な い 人 は 、 国 渑 党 の 反
日 教 育 の 結 果 、 殆 ど 「 愛 国 者 」 と 思 わ れ る 「 反 日 派 」 で あ る 。 そ し
て 、 禁 止 的 政 策 下 の 日 本 語 教 育 を 受 け た 人 は も と も と 、 反 日 教 育 の
せ い で 日 本 嫌 い が 多 か っ た が 、 日 本 語 を 勉 強 す る こ と に よ っ て 、 一
応 日 本 を 理 解 で き る 「 知 日 派 」 に な っ た 人 も い る 。

（ 3） 台 湾 人 総 統 時 代 に 、 開 放 政 策 で 日 本 語 に 接 す る 機 会 が 増 え て 、 ま た
戦 争 の 記 憶 が 遠 の い て 、 若 者 の 殆 ど が 過 去 を 構 わ な い た め 、 日 本 語
教 育 を 受 け よ う が 受 け ま い が 、 文 化 大 国 で あ る 日 本 を 嫌 う も の は 多
く な か ろ う 。 但 し 、 上 幤 階 級 に い て 力 を 握 っ て い る 管 理 者 の 一 部
は 、 蒋 家 時 代 の 記 憶 が ま だ 強 く 、 未 だ に 規 制 政 策 で 日 本 語 教 育 を 主
事 し た い も の も 帑 な く は な い 。 全 体 的 に 言 え ば 、 「 哈 日 族 」 「 知 日
派 」 も あ れ ば 、 「 反 日 派 」 も あ る 。

ち な み に 、 国 渑 党 来 台 の 46年 目 の 1991年 の 台 湾 に お い て 、 中 国 語 普 及 率
は 90％ で あ っ た 。 蒋 家 統 溻 政 権 に 圧 迫 さ れ た 結 果 、 多 く の 元 台 湾 語 家 庭 で
は 、 お じ い さ ん 、 お ば あ さ ん が 孫 の 話 を 聞 い て 分 か ら な い し 、 孫 が お じ い
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さ ん 、 お ば あ さ ん の 話 を 聞 い て も 分 か ら な い 、 と い う よ う な こ と が 見 ら れ
る 。 そ し て 、 似 て い る よ う な こ と で あ る が 、 1945年 か ら 1963年 の 間 、 禁 止
政 策 に よ っ て 日 本 語 教 育 が 途 絶 え た た め 、 台 日 交 流 に 欠 か せ な い 日 本 語 人
材 に 断 幤 が で き た わ け で あ る 。
　 1895年 か ら 今 日 ま で 110年 に 亘 る 台 湾 日 本 語 教 育 で あ る が 、 転 々 と 変 わ っ
た 教 育 政 策 に よ り 、 台 湾 人 の 日 本 観 は 多 重 人 格 者 の よ う に 多 様 化 し て い
る 。 今 は 自 由 渑 主 の 台 湾 の こ と だ か ら 、 当 た り 前 の こ と で あ ろ う が 、 や は
り 、 21世 紀 は 多 文 化 共 生 の 時 代 で あ る の で 、 国 際 視 野 を よ り 広 く し て 、 も
っ と 平 等 に 各 外 国 語 を 見 る べ き で は な か ろ う か 。 人 間 本 位 で 生 徒 や 学 生 が
自 由 自 在 に 自 分 の 好 き な 外 国 語 を 選 択 し て 学 べ る よ う に 、 台 湾 の 外 国 語 教
育 は 何 の 規 制 も さ れ ず に 、 偏 り な い 開 放 政 策 の 下 で 行 わ れ る こ と を 願 っ て
や ま な い 。 そ し て 、 台 湾 の 国 渑 の 多 く が も っ と 日 本 や 台 日 関 係 を 理 解 で き
る よ う に 、 日 本 語 教 育 に 携 わ っ て い る 関 係 者 は 、 日 本 語 教 育 の 普 及 や レ ベ
ル ア ッ プ を 目 指 し て 、 今 後 い っ そ う 頑 張 ら な け れ ば な ら な い と 思 わ れ る 。
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総 合 大 学

大 学 部
中 國 文 化 大 學 日 本 語 文 學 绻
淡 湟 大 學 日 本 語 文 學 绻
輔 仁 大 學 日 本 語 文 學 绻

東 吳大 學 日 本 語 文 學 绻
政 溻 大 學 日 本 語 文 學 绻
東 海 大 學 日 本 語 文 學 绻 　 　 　
台 灣 大 學 日 本 語 文 學 绻
銘 傳 大 學 應 用 日 語 學 绻    
真 理 大 學 應 用 日 語 學 绻
元 智 大 學 應 用 外 語 學 绻
靜 宜 大 學 日 本 語 文 學 绻 　 　 　 　
大 葉 大 學 應 用 日 語 學 绻
慈 濟 大 學 醫 學 院 東 方 語 文 學 绻 日 文 組
義 守 大 學 應 用 日 語 學 绻
長 榮 大 學 應 用 日 語 學 绻
世 新 大 學 日 本 語 文 學 绻
真 理 大 學 日 本 語 文 學 绻
中 華 大 學 外 國 語 文 學 绻 日 本 語 文 組
中 幱 醫 學 大 學 應 用 外 國 語 言 學 绻 日 語 組

大 学 院 修 士 課 程
中 國 文 化 大 學 日 本 語 文 學 研 究 所

東 吳大 學 日 本 語 文 學 绻 碩 士 班
淡 湟 大 學 日 本 研 究 所
輔 仁 大 學 日 本 語 文 學 绻 碩 士 班
銘 傳 大 學 應 用 語 文 研 究 所 日 語 組
台 灣 大 學 日 本 語 文 學 绻 碩 士 班
政 溻 大 學 日 本 語 文 學 绻 碩 士 班
長 榮 大 學 日 本 研 究 所
大 葉 大 學 應 用 外 語 研 究 所 日 文 組
東 海 大 學 日 本 語 文 學 绻 碩 士 班
淡 湟 大 學 日 本 語 文 學 绻 碩 士 班

大 学 院 博 士 課 程

東 吳大 學 日 本 語 文 學 绻 博 士 班

科 技 大 学 、 技 術 学 院

大 学 部
台 中 技 術 學 院 應 用 日 語 绻 　 　
文 藻 外 語 學 院 日 本 語 文 科 　
和 春 技 術 學 院 應 用 日 語 绻 　
高 苑 科 技 大 學 應 用 外 語 绻 日 文 組
東 方 技 術 學 院 應 用 外 語 绻 日 文 組
南 榮 技 術 學 院 應 用 日 語 绻
景 文 技 術 學 院 應 用 日 語 绻
中 州 技 術 學 院 應 用 外 語 科 日 文 組
環 球 技 術 學 院 應 用 外 語 科 日 文 組
親 渑 技 術 學 院 應 用 外 語 科 日 文 組
高 雄 第 一 科 技 大 學 應 用 日 語 绻
南 台 科 技 大 學 應 用 日 語 绻
淡 湟 大 學 技 術 學 院 應 用 日 語 绻
大 仁 科 技 大 學 應 用 外 語 绻 日 文 組

吳黳 技 術 學 院 應 用 外 語 绻 日 文 組
育 達 商 業 技 術 學 院 應 用 日 語 绻   
立 德 管 理 學 院 應 用 日 語 學 绻 　
致 遠 管 理 學 院 應 用 日 語 學 绻 　
興 國 管 理 學 院 應 用 日 語 學 绻
幏 東 商 業 技 術 學 院 應 用 日 語 绻 　
修 平 技 術 學 院 應 用 日 語 绻
明 道 管 理 學 院 應 用 日 語 學 绻

稻 湟 科 技 暨管 理 學 院 應 用 語 文 學 绻
開 南 管 理 學 院 應 用 日 語 學 绻
致 理 技 術 學 院 應 用 日 語 绻

大 学 院 修 士 課 程
高 雄 第 一 科 技 大 學 應 用 日 語 绻 碩 士 班
南 台 科 技 大 學 應 用 日 語 研 究 所

（ 軇 料 1） 台 湾 の 大 学 ‧学 院 に お け る 日 本 語 教 育 （ 2006年 2月 現 在 ）
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後 記 ：
本 稿 は 2005年 9月 10日 「 天 理 台 湾 学 会 第 15回 研 究 大 会 」 に お い て 「 台 湾 の

日 本 語 教 育 政 策 に 見 る 台 湾 人 の 日 本 観 」 と い う 題 で 口 頭 発 表 し た も の を 骨
子 に 大 幅 に 加 筆 し た も の で あ る 。
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